
19 

 

 

 

 

滋賀県立虎姫高等学校 IBDP における学問的誠実性に関する方針 

 

アカデミック・インテグリティー・ポリシー 

 

 

 

    ２０１８（平成３０）年６月１９日  作成 

    ２０２５（令和７）年 ６月 ６日 最終更新 

  



20 

 

１.はじめに 

日本では、古くから人間関係において信頼・信用を重んじており、虎姫高等学校で

も、同様の人権教育を行い、将来社会に出ても周囲から信頼される人材の育成を図っ

てきました。 

２００９年のＩＢ文書に「私たちＩＢの生徒と教員はどこでも正直さと誠実さ、公

正さと公平さ、そして人々の尊厳や権利に対する敬意を持って行動します。私たちは

自分たちの行動やその結果に対して責任を持ちます。」とあり、この IB 文書の趣旨と

本校の教育方針は合致するものです。また、「ＩＢの学習者像」の１つである「信念を

もつ人」とは、誠実さと正直さ、公正な考えと正義感、そして個人、集団、およびコ

ミュニティーの尊厳を尊重する精神を強くもって行動すること、また自分自身の行動

とその行動に伴う結果に対して責任を負う人のことを示しています。 

虎姫高等学校は、この趣旨に共鳴、賛同し、ＩＢの文書が訴える「学問的誠実性」

の重要性を十分に理解し、大切にします。 

以下に、学問的誠実性に関する本校の定義を示すとともに、学校関係者のそれぞれ

に対しての指針を明確にし、不誠実な行為が惹起した場合の対応について整理します。 

 

２.「学問的誠実性」の重要性について 

誠実な学習態度とは、次の表のようなものが挙げられます。 

 

・すべての学習成果物が自分の取り組んだものである。 

・多様な出典から得た情報を示す。 

・生成 AI（例：ChatGPTなど）の使用は教師の指示に従い、誠実

に行う。 

・正式で適切な方法で出典を明記する。 

・直接引用は正しく使用する。 

・剽窃の意味を理解している。 

・不正行為があった場合の責任について理解している。 

・考査実施の規則を理解し、それに従う。 

 

他者の意見、考え、創作物などの知的財産を守り、学問的誠実性を遵守することは、

他者を尊重する心を育むこととなります。今後の情報化社会においても必要とされる

態度であり、ひいては自らの学習環境を整えることにつながります。本校では、この

学問的誠実性の意義と有益性について、学ぶ機会を設けます。 

 

３.学校関係者における学問的誠実性との関わり 

各学校関係者は以下のように学問的誠実性と関わりを持ちます。AI ツールについて

は、教職員・生徒ともに、その活用方法について定期的に学び、適切な利用範囲と引

用方法を理解することが求められます。 

①管理職 

学問的誠実性の重要性を認識し、学校全体への浸透を意識して学校経営を行う

ことによって、学問的誠実性を重んじる文化を育成する。 

②教職員 
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教科を問わず、生徒に学問的誠実性の大切さや不正を避ける具体的な方法を教

え、生徒の範たるにふさわしい態度で、授業に臨まねばならない。学問的誠実性

の観点において、教師は生徒の手本として行動する。 

③生徒 

学習において、常に倫理的かつ誠実である。つまり、評価用に提出するすべて

の学習成果物が本当に自分の取り組んだものであると確認し、他人の考えや成果

物を使用した場合は完全かつ正確に出典を 明示する最終的な責任を負う。また、

他の生徒の学問的不正行為を看過せず、教師または DPC に報告する。 

オンライン上での行動や言動に対する自分の責任を認識する。 

④保護者 

本校の学問的誠実性に関する方針を理解し、生徒の家庭生活での学習が、倫理

的であるよう支援する。 

 

４.不正行為の定義 

前述の文書には、「ＩＢの規則では生徒自身あるいはその他の生徒がひとつあるいは

それ以上の評価項目において不正に利益を得ることになる、あるいはなるかもしれな

い行為を不正行為と規定します。」とあります。 

 

不誠実な行為としては、次の表のようなものが挙げられます。 

 

・他者の考えや作品を、出典を示さなかったり、偽ったりし

て、己のものとして発表したりすること。 

・AI 生成物を自らの成果物として提出する行為（明示や許可な

しに使用した場合）。 

・不適切に協働して、互いの益を得たり、他者の不正な行為を

支援したりすること。 

・同じ作品を異なる評価あるいは卒業要件のために提出するこ

と。 

・試験などで実施上の規則を守らず、不当に得点を得ようとす

るカンニング行為を行うこと。 

・実験のデータなどを都合よく改ざん、ねつ造すること。 

・動物実験などにおいて、不必要な痛みや苦痛を与えるなど非

倫理的な実験計画を立てること。 

・被験者の承諾を得ずに、調査、実験を行うこと。 

・生徒に不当な利益を与えたり、他の生徒の結果に影響を与え

たりするような他のいかなる行為を行うこと。 

 

５.学習の機会 

生徒の中には、学問的な不正について、正しい知識が無いものもいることが考えら

れます。本校では、１年生から学校設定科目において、その重要性について学ぶ機会

を設け、学問的な誠実性を守り、広めることの意義と有益性について、学びます。ま

た、AI の利用が誤用されないよう、教育的な指導の中で倫理的使用について学ぶ機会

を設けます。 
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一方、管理職や教員も研修の機会を設け、その意義や重要性を十分に認識して、生

徒の指導に当たります。 

 

６.指導方針 

学校としては、学問的誠実性を尊重する風土を根付かせ、快適な学習環境を提供す

るだけでなく、不正行為に対しては、一定のペナルティを課す責任があると考えます。

本校では、「不正行為とは、学習成果物ならびに試験において、自らの学習成果を不正

な方法で有利に導こうとする行為」と規定します。 

 

本校では、主に以下のような行為を不正行為とします。 

①剽窃 
・他人の考えや作品を自身の考えや作品であるかのように提示

すること。 

・正しい引用形式（文章を引用符でくくる、字下げするなど）

を用いずに、文章を作成すること。 

②剽窃のほう助 ・生徒が自分や第三者の成果物を、他の生徒と、または掲示板

や論文サイト上で共有する、またはその書き写しをほう助す

ること。 

・自分の成果物の書き写しを許可すること。 

➂共謀 ・IB 評価では、データ収集などを協働で行うことが『指導の手

引き』で許可されている場合であっても、すべての生徒が独

自の成果物を各自提出しなければならない。 

・他の生徒に自らの作品、論文、学習成果物のコピーを提供し

たり、他の作品を提供したりするなど、他の生徒の不正を支

援すること。 

④第三者が作成

編集または提

供した成果物

を提出 

・他者の作品を購入して、提出すること。 

・第三者（保護者や家庭教師、生成 AI）による代筆執筆を利用

して、提出すること 

⑤学習成果物の

重複使用 
・認められていないにもかかわらず、同じ作品で違う評価を受

けること。 

⑥データの捏造 
・データを取捨選択し、意図的に偏った調査結果を作成するこ

とで、成果物の結論を強固なものにすること。 

・データを捏造する、または他人が収集したデータを自分が収

集したものとして発表すること。 

⑦試験に関わる

違反行為 
・許可されていない文書や道具を試験会場に持ち込んだり、使

用したりすること。また、他人の答案などを見たり、互いに

答案などを見せ合ったりすること。 

・IB 試験問題の内容について、24 時間以内に他者と情報交換を

すること。 
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⑧AI の不適切な

使用 
・AI ツールに学習成果物を作成させ、それを自分の成果物とし

て提出すること。 

・AI による翻訳・要約・情報生成などを、教師の許可なく活用

すること。 

・AIの出力結果をそのまま使用し、出典を示さないこと。 

その他 ・学問的不正行為の報告を怠ること。 

・他の生徒のデータを改ざんしたり、消去したりすること。ま

た、他の生徒の学習を妨害すること。 

・無責任で、非倫理的な行動をとること。 

以上のような行為は、決して許容できず、詳細に調査を行い、不正の軽重を判断し

て指導を行います。また、IB によって適用されうる罰則については、IB の発行する

『学問的誠実性に関する方針』に記載されている付録 2.2 罰則表を参照することとし

ます。 

また、こうした行為を未然に防止するために、監視や点検を行います。万一、明確

な証拠により、不正が明らかになった場合は、保護者にも連絡し指導します。さらに

悪質な場合は、プログラムからの排除も含め厳正に対処します。なお、不正行為では

なかったとしても、学問的侵害が認められた場合、その該当する評価要素については

加点されないことがあります。 

なお、本校における引用形式は次項に示す書き方とします。 

 

７.本校における引用形式について（割愛） 

① 引用文献と参考文献の違い 

文献を出典とする場合には、引用文献と参考文献の２つの場合があります。引用

文献と参考文献の違いは次の通りです。 

 

 説明 出典の書き方 

引用 

文献 

他人の文章やアイディア、データなどの全部や一部

を、ほぼそのまま自分の論文やレポート等に掲載する

場合、そのもとになった文献を引用文献という。自分

が行ったことや考えたことと一般的な知識以外の部分

については、出典として引用文献を示す必要がある。 

本文に引用箇所

を明示し、最後

に引用文献リス

トをつける。 

参考 

文献 

他人の文章やアイディア、データなどを引用はしな

かったが、それらを参考にして自分の論文やレポート

等を作成した場合、そのもとになった文献を参考文献

という。 

最後に参考文献

リ ス ト を つ け

る。 

 

② 本文中の引用の表し方 

引用には、元の文章をそのまま引用する直接引用と、元の文章の内容を要約して

引用する間接引用があります。また、引用文献を本文中に示す形式には、引用論文

を文の一部として組み込む方法、文末に括弧でくくって「著者名＋出版年」で示す

方法、文末に括弧でくくって「文献番号」で示す方法の３種類があります。 
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＜引用元の文章＞ 

また“樹木”の定義は人により異なるが，①背が高くなる，②茎が幹化して内

部まで硬くなる，③長期間生き続ける，④茎が年々肥大成長する，の４つが考え

られる。 

堀大 

 

＜本文中の引用表記＞ 

 

 

③ 引用文献リスト・参考文献リストの表し方 

引用文献・参考文献の書き方にはいくつかの種類があります。 

以下に示すのは、一例です。 
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８.終わりに 

この方針は、すべての虎姫高等学校 IBDP 生および候補生とその保護者および関係者

に対して公表され、理解されています。 

この方針は、2018 年 1 月に TIBLO メンバーにより策定され、継続的に改定してきま

したが、今後も TIBLOを中心にこの方針を進化させていかねばなりません。 

この方針は生きた文書として、すべてのＩＢ教員によって実行され、保証されます。

そして、生成 AI 等新技術の進展に応じて柔軟に見直すことを含め、管理職をはじめ、

すべての教員によって定期的に評価や見直し、学問的誠実性の維持と情報倫理教育の

向上を図ります。 

 

参考・引用文献                                          
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効果的な引用と文献表記 


